
高取山の上に昇った中秋の名月
月下美人の花も咲きました
我が家の庭で 2022.9.10.夜
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高取山の上に昇った中秋の名月
月下美人の花も咲きました
我が家の庭で 2022.9.10.夜



高取山の上に昇った中秋の名月
我が家の庭で 2022.9.10.夜

我が家の南 須磨沿岸に並ぶ西六甲端の山々 その上にまん丸お月様が登りました
お月様の左の星は木星か? 



高取山の上に昇った中秋の名月
月下美人の花も咲きました
我が家の庭で 2022.9.10.夜

我が家の南 須磨沿岸に並ぶ西六甲 高取山から横尾山へ続く山々
その上にまん丸お月様が昇りました
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高取山の上に昇った中秋の名月
月下美人の花も咲きました
我が家の庭で 2022.9.10.夜

我が家の南 須磨沿岸に並ぶ西六甲 高取山から横尾山へ続く山々
その上にまん丸お月様が昇りました



夏から初秋へ
2022.9.21. 我が家の庭で



７月下旬 「今 蒔いたら秋には咲くよ」と
佐用のひまわり畑でもらった種
半信半疑でしたが、こんなにきれいに
咲 きました 2022.9.18.



東北地方 深山のやや湿った林床に多く見られるというが、
関西では見かけぬ花 俯いて咲く花 下から見上げて撮りました
家にこんな山野草があったのか・・・・と

庭に一鉢だけ残っていた「レンゲショウマ」 2022.9.12. 自宅の庭で
花言葉は「伝統の美しさ」 日本の固有種 一族一種の珍しい花という



「レンゲショウマ」 花言葉は「伝統の美しさ」 2022.9.12. 自宅の庭で

日本の固有種 一族一種の珍しい花という
俯いて咲くので ついつい見逃していました 随分前から庭の片隅にあるという。
黄色い花が咲く「キレンゲショウマ」も一鉢あったのですが、消えてしまいました



秋の七草 「くずの花」 今まであまり気が付かなかった花 車の田園地で 2022.9.21.



いつもながら お彼岸と共に 近くの田園や街角で一機にヒガンバナも咲きだしました
須磨 若草の丘近隣で2022.9.23.



青田から稔りの秋へ 西神戸の田園地帯 伊川谷小寺の里で 2022.9.12.
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東播磨初秋の風物詩 酒米の郷田の畔を飾る酒蔵の旗 2022.9.12.

毎年 私の夏送り 東播磨 稔りの秋の田園地帯を原チャリで駆ける

1.東播磨 酒米山田錦の郷 秋迎えの風物詩
稔りの畔に翻る酒蔵の旗 三木市細川・加東市木梨

2.岩に阻まれた激流が水しぶきをあげて流れる闘竜灘
加古川の中流 川床に奇岩・怪岩が連続 加東市滝野

3.旧日本海軍の練習航空隊の飛行場跡 加西市鶉野(うずらの)
世界大戦の歴史をそっくり残す鶉野飛行場滑走路跡と戦争遺跡

4.小野市きすみ野 蕎麦畑一面を真っ白にする蕎麦の花
小野市小野町 来住野 小野市



東播磨 初秋の風物詩 田園地帯の里景色 本当にうれしい風来坊 初秋東神戸を爽快に駆け抜けた原チャリWalkになりました。

東播磨 初秋の風物詩



★加東市
木梨

★三木市
細川町

滝野町
闘龍灘★

★鶉野飛行場
滑走路跡地

小野町★
来住野のそば畑

佐保神社★

上荘橋★

★西盛

★櫨谷

★志染

★神出

酒米「山田錦」の郷
加東市(木梨) &三木市 (吉川・細川)

★白川峠

若草の丘

東播磨の初秋の風物詩 稔りの田の畔を飾る酒蔵の旗

酒米「山田錦」の郷
三木市 (吉川・細川) &加東市(木梨) へ
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駆け巡った東播磨路線図 主に国道・県道図

西神戸から東播磨北部に広がる丘陵地
里山の間を縫って 点々と里が続く田園地帯
狭い谷間の田園は兵庫県特産の酒米「山田錦」の郷
初秋 田園には誇らしく日本各地の酒蔵の旗が立ち並ぶ
東播磨初秋の風物詩を巡って東播磨の里を駆ける
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東播磨初秋の風物詩 酒米の郷 田の畔を飾る酒蔵の旗 2022.9.12.

毎年私の夏送り 東播磨稔りの秋の田園地帯を原チャリで駆ける
世界大戦の歴史をそっくり残す加西市の鶉野飛行場滑走路跡地を初めて見学しました
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三木市細川 垂穂の里

加東市木梨の里



東播磨の里 秋の風物詩 稔りの田の畔に翻る酒蔵の旗
東播磨 三木市&加東市 酒米「山田錦」の郷の秋迎え

2022.9.12. 三木市細川町垂穂の里で
灘の酒蔵の旗が畔をかざる初秋の風物詩
伊川谷からまっすぐ北へ丘陵地の丘の間をぬけ、小さな丘がいくつも広がる田園都市「三木市」
東播磨 加古川の両岸に広がる田園地帯は 兵庫県特産の酒米山田錦の主要栽培地。
日本各地の酒蔵が競って契約する山田錦の栽培地が広がり、
毎年稔りの秋を迎えると神戸灘の酒蔵を始め、
日本各地の酒蔵の旗が畔を翻る山田錦の里が点々とつながる
今年の新酒の出来を占う酒米の出来。
順調な生育 頭を垂れる稲穂に期待が広がる山田錦の里の里巡り



2022.9.12. 三木市細川町垂穂の里で



2022.9.12. 三木市細川町垂穂の里で



2022.9.12. 三木市細川町で



2022.9.12. 三木市若宮周辺に
細川町から美嚢川沿いを南西へ抜けて 広い田園地が広がる志染川との
合流点 三木市若宮周辺へ出た。美嚢川はさらに西の加古川へ注ぐ
小野市から加東市へ向かう予定で
スマホで位置を確認すると思いのほか南に出ている

加古川東岸を北へ 東播磨 酒米の郷 滝野・社IC  加東市木梨の里へ
灘の酒蔵「剣菱」と木梨の里が守り抜いた幻の酒米「愛山」の主栽培地
美嚢川沿いを西へ抜ければ小野市に出られ、北の加東市へ向かうことができると思っていましたが、思いの
ほか南の神戸電鉄樫山駅周辺。位置確認すると思いのほか南 志染川と美嚢川の合流点 三木市若宮周辺に。
直ぐ西に国道175号線 いつも自宅からダイレクトに小野や加西へ出かける道に合流
稔りの秋を迎える酒米山田錦の郷の田園地帯 三木市の酒米の郷を駆け抜けられて心地よし。
次の目的は北の小野市を抜けて、加東市の酒米の郷 木梨の里へ
特に加東市木梨の里は灘の剣菱が山田錦とともに幻の酒米といわれる「愛山」の主栽培地。
思い入れ一杯で巡る酒米の郷 コロナで３年ぶりの訪問だ。
ちょつと彼岸花が畔を飾るにまだ早いが、空は快晴 秋の空
どんな初秋の田園風景がみられるか・・・・・



里山の間に広がる三木市の酒米の郷を出て、次は毎年訪れる北の酒米の郷 加東市木梨の里へ
西の平野部を北に走る国道１７５号を避けたくて、スマホの地図で確認した旧道県道23/１８号を通って
加東市へ向かう。美しい五重塔のある金剛寺がすぐ近くにあるとスマホ地図に出たので立ち寄ってみる。
国道１７５号と共に何度も通ったことがある旧道。１７５号が田園の中を突き切るのに対し、里と里を繋いで
北に延びる生活道路である。小野市の市街地を抜け、中瀬古の交差点で国道17５号と交差して、県道５６７号
に入ると加東市。田園の中を国道１７５号と並行しつつ、北へ走れば、加東市の社そして木梨の里である。

現在地
三木市岩宮★

金剛寺★

美嚢川が右手南から志染川を合流して
左手 西の加古川へ合流する 三木市岩宮

浄谷町

中瀬古



４月第２日曜日 春祭り（鬼追い式）が行われているようだ
東播磨にも西神戸と同じような鬼踊りがあるようだ



小野市/加東市の境 国道１７５号/県道５７６号 中瀬古の交差点を突き切り、加東市へ
中瀬古の里を抜け、田園地帯に入ると 遠く東西に延びる中国道沿いの山並がみえはじめ、加東市の中心 社・木梨の里へ

小野市/加東市の境 国道１７５号/県道５７６号の交差点 中瀬古
交差点をそのまま北へ 酒米の郷 加東市木梨へ向かう



田園の中 点々と家並みが続く県道５７６号線 国道１７５号と違って大型車両が通らないので、
周囲を眺めながら ゆっくり走れて 心地よい。道の正面に加東市社地区の中心嬉野台の丘が見え始める。

国道１７５号が走る左手側 加古川の東岸に広々と広がる田園、背後に滝野・加西の山並
山並みの途切れたところが、加古川の流れ出し口 滝野の闘竜灘 西脇から奥へ 国道１７５号が中国山地へ分け入る。

加東市社地区の中心 佐保神社のある嬉野台へ登る坂道になり、丘の上 佐保神社の前へ出る
今夏甲子園へ出場した社高校 社の地名の元 佐保神社の門前町として栄えた社地区
東西に延びる子の嬉野台 この丘の東部には神戸教育大ほかの新しい街ができている



社・佐保神社前 この嬉野台の丘を北に下れば
この嬉野台の丘と 中国自動車道が走る山並に挟まれて、酒米の郷 加東市木梨の里が広がっている



2022.9.12. 加東市社 佐保神社 瑞神門

■ 木梨の里の手前で 久し振りに 佐保神社に寄り道
御祭神は中央の御殿に天児屋根命、東側の御殿に天照大神、西側の御殿に大己貴命（大国主命）
の三神で、別名三社大明神と呼ばれていた。また佐保大明神とも称されるようになりました。
旧称坂合神社 北播磨有数の神社として知られ、旧社町は門前町として発展した。
この夏甲子園に兵庫県代表で出場した「社高校」はこの街の高校です



御祭神は中央の御殿に天児屋
根命、東側の御殿に天照大神、
西側の御殿に大己貴命（大国
主命）の三神で、別名三社大
明神と呼ばれていた。
また佐保大明神とも称される
ようになりました。
旧称坂合神社 北播磨有数の
神社として知られ、旧社町は
門前町として発展した。
社伝によれば、当社は垂仁天
皇二十三年の創建で、元は鎌
倉峰（現在地の北西約10km）
に鎮座していたといい、養老
六年（722年）三月に阿倍野
三郎太夫なる人物が神託を受
けて当地へ遷座したと伝えら
れています。



加東市社 佐保神社 旧町名「社町」は佐保神社門前町として発展した







加東市社 佐保神社 境内 2022.9.12.



加東市社 佐保神社 境内西端より、北の木梨の郷へ延びる県道を眺める
2022.9.12.
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市

佐保神社から県道へ戻って 嬉野台地を北に越えると加東市木梨の郷
灘の酒蔵「剣菱」が里人と一緒にずっと継続栽培してきた
幻の酒米「愛山」を栽培する酒米の郷で 毎年訪れるのが楽しみな里



木梨の里を流れる千鳥川の堤に出て、西へ里の中をぬけて
北の中国自動車道沿いまで広がる木梨の田園地帯へ 3年ぶりの木梨の里に入る 2022.9.122.

千鳥側に北から木梨川が流れ込む合流点

佐保神社から北へ坂を下り、東から流れ込む千鳥川の堤に出れば、木梨の里
今年はどんな木梨の郷の田園風景がみられるか 楽しみで北へ 2022.9.122.



県道１７号 木梨北 三草川にかかる木梨橋

千鳥川と三草川の合流点から北へ 三草川にかかる木梨橋に出る



3年ぶりにみる木梨の里の初秋の風物詩
田園の畔のあちこちにに酒蔵の旗が翻る加東市木梨の里景色

加東市木梨 安住寺下の田園で

加東市木梨の田園を訪れる時の定点 中国自動車道沿い安住寺の下周辺



木梨 安住寺境内の坂道から高速道路を渡る橋に登って木梨の里の田園地帯を眺める
嬉野台・木梨の里を背に 稔りの秋を約束する 頭を垂れ始めた稲穂 2022.9.12.

木梨 安住寺 木梨 安住寺沿い 中国自動車道脇で



灘の酒蔵「剣菱」が里の人と一緒に守った
酒米「愛山」の栽培地
剣菱の旗がはためく加東市木梨の里
木梨 安住寺下で 2022.9.12.

灘の酒蔵「剣菱」の酒米「愛山」
酒米のダイヤモンド」というらしい
私の知るのは剣菱の酒「瑞穂」に
使われていると聞く
まもなく 芳醇な新酒が出回るのが楽しみ





灘の酒蔵 剣菱が里の人と一緒に守った酒米「愛山」の栽培地
剣菱の旗がはためく加東市木梨の里 木梨 安住寺下で 2022.9.12.
今年は来たのが少し早くて 畔をかざるヒガンバナには出会えなかった

(参考)東播磨の田園に初秋を訪ねる 2015 東播磨酒米の郷に秋を告䛢䜛風物詩
灘の酒蔵剣菱が守り抜いた酒米「愛山」の話を収録しています

https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/walk12/1510kakogawa00.htm

加古川中流滝野闘竜灘 & 彼岸花の里多可・酒米「山田錦」の里加東・三木木吉川

https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/walk12/1510kakogawa00.htm


東播磨初秋の風物詩 酒蔵の旗が田の畔を飾る酒米の郷の里景色
３年ぶりの心地よい東播磨 原チャリwalkになりました。
木梨から さらに加古川の奥の多可町でも酒蔵の旗が田の畔を飾る美しい里景色が見られるのですが、
今回は加古川の西岸へ渡って加東市滝野の闘竜灘の景観を眺めて、
加西市の田園地帯を南に下って 真っ白な蕎麦の花が野を埋める小野市来住野を眺めて帰ることに。
途中ハプニング 加西の田園に戦争遺産 鶉野飛行場跡地の案内板を見つけて見学も。
なんせ まだまだ日は長いので、ブラブラの風来坊を楽しみながら神戸へ帰ることに
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酒米「山田錦」の郷
加東市(木梨) &三木市 (吉川・細川町)
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東播磨初秋の風物詩 酒米の郷田の畔を飾る酒蔵の旗 2022.9.12.

酒米の郷木梨の里から、加古川闘龍灘→加西鶉野飛行場跡→小野きすみ野のそば畑へ



★加東市
木梨

滝野町
闘龍灘★

★鶉野飛行場
滑走路跡地

小野町
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」の郷

東播磨初秋の風物詩 酒米の郷田の畔を飾る酒蔵の旗 2022.9.12.

酒米「山田錦」の郷から、
闘龍灘→加西鶉野飛行場跡→来住野のそば畑へ

滝野町 加古川闘龍灘



加古川舟運関係図
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もう何年ぶりでしょうか・・・・ 闘竜灘に行ってきました
加東町木梨の里のすぐ西 中国自動車道 社・滝野ICの北で西へ 国道175号をクロスし、さらに加古川
の西岸に渡ると加東市滝野の市中。
川に沿って北へ 街中の狭い道を少し遡ると川べりに大きな駐車場を隣接する闘竜灘の展望公園
川床全体に奇岩が並ぶ間を縫って しぶきをあげて流れ下る加古川の流れ

2022.9.12. 加東市滝野 闘竜灘で

夏の暑さをふっとばし 元気をもらった飛び鮎の清流
しぶきをあげて流れ下る加古川の流れ 闘竜灘
その水音が心地よし



2022.9.12.加東市滝野 闘竜灘の下流側
下流側も 川床は川幅一杯に広がった奇岩
狭い 水路が開かれていていて、勢いよく水が流れ下っててゆく
舟は上流と下流でそれぞれ一旦荷を下ろし、陸運後再び舟に積み替えて運搬。
滝野はその中継地として加古川水運で栄えたという。
ちなみに この加古川水系から日本海側への分水嶺は日本一低い分水嶺(氷上町石生 水別れ公園)



闘竜灘の名の由来
一道の飛瀧地を劈きて開き 怒声豪勢風雷と闘ふ
秋は千巖に入りて霜葉麗し 玉龍躍り出でて錦雲堆む

岩をかんで激しく流れる滝は、まるで竜が闘うようである

梁川星巖 (江戸時代末期の詩人) ・

「飛び鮎」
この滝になって流れ下る清流をアユが飛び跳ねて上流へ登ってゆくという

川床に降りて 目を凝らすのですが、見つけられずでした。
デジカメの動画に映っているかも・・・・・・・

2022.9.12. 加東市滝野 闘竜灘で



清流加古川の川底いっぱいに奇岩・怪岩が起伏し、
落水の豪快なリズムと水模様 そして飛び鮎

2022.9.12.飛び鮎の名所 加東市滝野 闘竜灘
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2022.9.12.飛び鮎の名所 加東市滝野 闘竜灘



登龍灘

★酒米の郷
加東市 木梨

青野ヶ原

鶉野飛行場
滑走路跡地★

加西フラワー
センター

鶉野飛行場戦争遺跡
「無蓋掩体壕」★

加西市鶉野飛行場滑走路と戦争遺産の見学へ
ふと思い立って、今加古川の西岸へ渡って加東市滝野の闘竜灘
の景観を眺めて、加西市の田園地帯を原チャリで南に駆ける
途中で見つけた加西の戦争遺産 鶉野飛行場跡地の案内板
風来坊の楽しみがまた一つ

自
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鶉野飛行場滑走路跡地 & 鶉野飛行場戦争遺産(インターネット参考資料より) 

闘龍灘から加西を通って、加古川西岸の小野市来住野への途中
見つけた鶉野飛行場滑走路跡地 & 鶉野飛行場戦争遺跡

闘龍灘から加西を通って、加古川西岸の小野市来住野への
途中で見つけた鶉野飛行場滑走路跡。
地名前は知っていましたが、鶉野飛行場戦争遺産まで
そっくりそのまま残っているとはよく知らず。
見学する良い機会となりました。

加西市地域活性化拠点施設
「Solaかさい」

https://www.sorakasai.jp/index.html
鶉野飛行場滑走路跡地 & 鶉戦争遺跡展示資
料館としてミュージアムが整備されていま
したが、休館日で見学できず、残念でした
滑走路跡地や周辺に点在する鶉野飛行場の
戦争遺跡がこんなによく整備して残されて
いることにビックリしました。

資料 加西・鶉野飛行場跡
(加西教育委員会編 51P)

https://www.city.kasai.hyogo.jp/uplo
aded/attachment/2140.pdf
加西市鶉野飛行場跡 home Page
https://www.city.kasai.hyogo.jp/sosh
iki/4/1780.html

https://www.sorakasai.jp/index.html
https://www.city.kasai.hyogo.jp/uploaded/attachment/2140.pdf
https://www.city.kasai.hyogo.jp/soshiki/4/1780.html


県道２３号フラワーセンター前 鶉野飛行場跡への分岐
いつもは左:県道２３号を小野方面へ向かうのですが、
今日は右の鶉野飛行場跡の標識のある鶉野の里を抜けて、小野へ

県道716号加西市豊倉町の交差点から、よく知る県道２３号
フラワーセンターの前から、加西の田園地帯を抜けて、東の加古川西岸小野市へ戻ってゆく



鶉野飛行場 戦争遺産「無蓋掩体壕」と SNJ-5練習機展示
2022.9.12. 加西市鶉野 奉天池の縁で

加西フラワーセンター前で 県道２３号を離れ、田園地帯をまっすぐ鶉野へ。
奉天池のすぐ横で 飛行機が展示されている戦争遺跡「無蓋掩体壕」前に
この場所の意味がよく分かりませんでしたが、展示案内で飛来する米軍機から、特攻機を樹木な
どで覆って 隠した場所(無蓋掩体壕)の一つとわかりました。
ここが滑走路跡のすぐそばと思いましたが、もう少し東へ走ったところでした。

鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



掩体壕とは、飛行場に駐機す
る軍用機を上空の敵機から守
るために作られた格納庫
太平洋戦争末期、米軍による
本土空襲が激しくなる状況で、
全国の軍用飛行場に構築され
ました。掩体壕には、コンク
リート製の屋根で作られた有
蓋型（ゆうがいがた）と、屋
根がなく土を土塁状に固めた
無蓋型（むがいがた）があり
ます。

鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



鶉野飛行場戦争遺産「無蓋掩体壕」とSNJ-5練習機展示 2022.9.12.

加西市鶉野 奉天池の縁で
s@



鶉野飛行場滑走路跡地 & 鶉野飛行場戦争遺産(インターネット参考資料より) 

闘龍灘から加西を通って、加古川西岸の小野市来住野への途中
見つけた鶉野飛行場滑走路跡地 & 鶉野飛行場戦争遺産

闘龍灘から加西を通って、加古川西岸の小野市来住野への
途中で見つけた鶉野飛行場滑走路跡。
地名前は知っていましたが、鶉野飛行場戦争遺産が
そっくりそのまま残っているとはよく知らず。
見学する良い機会となりました。

加西市地域活性化拠点施設
「Solaかさい」

https://www.sorakasai.jp/index.html
鶉野飛行場滑走路跡地 & 鶉戦争遺産展示資
料館としてミュージアムが整備されていま
したが、休館日で見学できず、残念でした
滑走路跡地や周辺に点在する鶉野飛行場の
戦争遺跡がこんなによく整備して残されて
いることにビックリしました。

資料 加西・鶉野飛行場跡
(加西教育委員会編 51P)

https://www.city.kasai.hyogo.jp/uplo
aded/attachment/2140.pdf
加西市鶉野飛行場跡 home Page
https://www.city.kasai.hyogo.jp/sosh
iki/4/1780.html
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https://www.city.kasai.hyogo.jp/uploaded/attachment/2140.pdf
https://www.city.kasai.hyogo.jp/soshiki/4/1780.html


鶉野飛行場滑走路跡地 & 鶉野飛行場戦争遺産を巡る
案内MAP (インターネット参考資料より)

現在地●



北東から南西へ田園地の中に延びる鶉野飛行場滑走路跡地 2022.9.12.

奉天池の東を少しゆくと 交差点を横切って南北にまっすぐ伸びる滑走路跡が見え、鶉野飛行場跡と知れた。
交差点周辺は今整備中。左手側に新しく整備された道路チャコールの三角屋根の建物がみえ、それが案内標識にある鶉野飛
行場跡資料館。正式には加西市が進めている鶉野飛行場跡地とその戦争遺産保存整備の拠点「Soraかさい(加西市地域活性
化拠点施設)」鶉野飛行場滑走路跡ミュージアムでした。残念ながら休館日でミュージアムの中にある展示はみれずでした。
鶉野飛行場滑走路跡地と戦争遺産の保存整備がこんなに進んでいるとは全く知らず。
スマホと広場にある案内で概要を調べ、滑走路跡地とかつての鶉野飛行場の諸施設(戦争遺産)を巡りました。
鶉野飛行場の戦争遺跡はきっちり順路案内が順路に整備されています。。

滑走路中央部より 北東に延びる滑走路跡 滑走路跡北端部に鶉野飛行場滑走路跡ミュージアムが見える

滑走路中央部より 南西に延びる滑走路跡 背後に見える山並みは小野アルプスの山並?



鶉野飛行場滑走路跡と
点在する戦争遺産

「Soraかさい(加西市地域活性化拠点施設)」前より、南側へ鶉野飛行場滑走路跡

「Soraかさい(加西市地域活性化拠点施設)」

「Soraかさい」



鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



今日は休館日 どの施設も開いてないので、状況よくわかりませんが、ミュージアムの展示や
鶉野飛行場跡・戦争遺産巡りガイドマップ他資料や案内もよく整備されているようです

https://www.city.kasai.hyogo.jp/uploaded/attachment/16496.pdf

https://www.city.kasai.hyogo.jp/uploaded/attachment/16496.pdf


鶉野飛行場滑走路跡地 & 鶉野飛行場戦争遺産
案内MAP (インターネット参考資料より)

鶉野飛行場跡戦争遺産巡り



鶉野飛行場跡戦争遺跡巡りガイドマップ他資料や案内もよく整備されているようですが、今回は休館日で得られずでした。
この「SORA加西」前から戦争遺跡を巡る案内標識がしっかりつけられていたので、それに従って、滑走路跡の北端から南端まで
原チャリで巡って、そのまま小野へ戻りました。

鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



滑走路中央部より 北東側から南西に延びる滑走路跡 2022.9.12.
神戸への帰路の小野アルプスなどが背後に見えている

鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り





「姫路海軍航空隊」入口手前の坂道脇の防空壕

鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



「姫路海軍航空隊」入口 門標と衛兵詰所

「姫路海軍航空隊」 門標手前の坂道にある防空壕

鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



門標のある入口の後ろの林が滑走路の南端 この森を越えて飛行機が飛んで行ったのだろう
門標の内側のきれいな建物はトイレ ここから北に広がる田園が見渡せ、すぐ横にも防空壕跡がありました。

鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



(素掘)

鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り

鶉野飛行場跡への南側からの入口への坂道
奥に「姫路海軍航空隊」入口が見える
また この坂道右の丘の中に防空壕や爆弾庫
跡が残されていました



鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り



鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り

「姫路海軍航空隊」入口 衛兵詰所の横から飛行場滑走路跡地南端部周辺の遠望
田園地帯に押し寄せる都市化の波の中 次々と田園地帯に残る過去の遺産が残される中
鶉野飛行場滑走路や諸施設の戦争遺産群がこんなによく整備されていて残されているとは
全く知りませんでした。 忘れてはならぬ戦争遺跡・戦争遺産です。



鶉野飛行場滑走路跡地 & 鶉野飛行場戦争遺産(インターネット参考資料より) 

闘龍灘から加西を通って、加古川西岸の小野市来住野への途中
見つけた鶉野飛行場滑走路跡地 & 鶉野飛行場戦争遺跡

闘龍灘から加西を通って、加古川西岸の小野市来住野への
途中で見つけた鶉野飛行場滑走路跡。
地名前は知っていましたが、鶉野飛行場戦争遺産まで
そっくりそのまま残っているとはよく知らず。
見学する良い機会となりました。
このままずっと維持してほしいと願う

加西市地域活性化拠点施設
「Solaかさい」

https://www.sorakasai.jp/index.html
鶉野飛行場滑走路跡地 & 鶉戦争遺跡展示資
料館としてミュージアムが整備されていま
したが、休館日で見学できず、残念でした
滑走路跡地や周辺に点在する鶉野飛行場の
戦争遺跡がこんなによく整備して残されて
いることにビックリしました。

資料 加西・鶉野飛行場跡
(加西教育委員会編 51P)

https://www.city.kasai.hyogo.jp/uplo
aded/attachment/2140.pdf
加西市鶉野飛行場跡 home Page
https://www.city.kasai.hyogo.jp/sosh
iki/4/1780.html
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https://www.city.kasai.hyogo.jp/uploaded/attachment/2140.pdf
https://www.city.kasai.hyogo.jp/soshiki/4/1780.html
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加西市鶉野飛行場滑走路と戦争遺産walk 2022.9.12.



★若草の丘伊川谷★

西神中央★

★神出

上荘橋★

小野町★
来住野のそば畑

★箕谷

★淡河

★志染

三木市
吉川

口吉川

豊池
★三木市
細川町

酒米「山田錦」の郷
加東市(木梨) &三木市 (吉川・細川町)★加東市

木梨 & 社 佐保神社

滝野町闘龍灘★

鶉野飛行場
滑走路跡地★

★加西
フラワー
セカター

加古川市
志方★

網引湿原★

加西の戦争遺産 鶉野飛行場跡地から南東へ田園を駆けて加古川西岸、
小野市 JR小野町駅周辺 きすみ野を真っ白にする蕎麦の花を見て、
上荘橋から稲美野を抜けて帰る。蕎麦の花が咲いているか、ちょっと不安ですが、
咲いていてほしいなぁと思いながらJR小野町駅があるきすみ野へ加古川西岸を駆ける



加西市鶉野から南へ加西の南の壁小野アルプスの山裾へ 田園地を駆け抜けて
北条鉄道が走る網引駅周辺に出て、山裾 北条鉄道沿いを東へ
加古川に注ぐ万願寺川沿いから加古川西岸土手を南に下って小野市に入る。
まもなく 稔りの秋を迎える広大な加西の田園地帯が美しい。 2022.9.12.



加古川中流西岸の土手の下の小野市来住で 2022.9.12.

少し花が咲くのには早いかと思いましたが
野を真っ白にするそばの花が迎えてくれました

加古川西岸 小野市きすみ野のそば畑 2022.9.12.
小野アルプスを背に野を真っ白にする蕎麦の花



加西市鶉野から南へ田園地を駆け抜けて 加古川に注ぐ万願寺川沿いから加古川西岸土手を南
に下り、小野市に入る。 正面に見慣れた小野アルプスがみえ、土手を右に下って きすみ野へ
正確には加古川に沿ってJR加古川線 小野町周辺 來住(きし)の郷
周辺の田園は稲作・蕎麦の栽培が盛んな地である

小野市下来住野の里へ下りる標識からきすみ野へ入るとすぐに
田園地を真っ白に染めた蕎麦畑が飛び込んできました



加古川中流西岸の土手の下の小野市東来住で 2022.9.12.

野を真っ白にする来住野の蕎麦畑で
加古川の土手の下の東来住にも こんな美しいそば畑



JR小野町駅の南側にでて、
小野アルプスの山並を背に広がるきす野のそば畑 2022.9.12.
小野駅の駅蕎麦「きすみの」は残念ながら時間切れでアウト
ゆっくり来住野のそば畑を眺めながら、帰路に



西の鴨池から東へ傾斜地に広がるきす野のそば畑
2022.9.12.

ちょっと時期がはやかったのですが
初秋小野市きすみ野の風物詩
野を真っ白に染める蕎麦の花に出会えました



小野アルプスの山並を背に広がる
来住野のそば畑 2022.9.12.



咲き始めた来住野のそばの花 2022.9.12.

今年も出会えて うれしい秋の訪れ ラッキー



咲き始めた来住野のそばの花 2022.9.12.

花言葉は「懐かしい思い出」
今年も出会えて うれしい秋の訪れ ラッキー



咲き始めた来住野のそばの花 2022.9.12.

今年も出会えて うれしい秋の訪れ ラッキー
機会があれば、もう一度この秋訪ねて
ピンクのコスモス畑と一緒にみられるかなあ・・・



2022.9.12. 帰路 いつもの上荘橋から加古川西岸の里を眺めながら
今年もうれしい初秋の東播磨の里を駆けまわることができてラッキー
今年は本当に欲張りの原チャリwalk でした



東播磨 初秋の風物詩 田園地帯の里景色 本当にうれしい風来坊 初秋東神戸を爽快に駆け抜けた原チャリWalkになりました。

東播磨 初秋の風物詩



★加東市
木梨

★三木市
細川町

滝野町
★闘龍灘★

★鶉野飛行場
滑走路跡地

小野町★
来住野のそば畑

佐保神社★

★白川峠

若草の丘

★西盛

★櫨谷

★志染

★神出

★
上荘橋

★酒米「山田錦」の郷

加東市(木梨)

&三木市 (吉川・細川)

東播磨 初秋の風物詩 田園地帯の里景色
本当にうれしい風来坊
初秋東神戸を爽快に駆け抜けた原チャリWalkになりました。
Jまた今回 初めて出逢えて印象深かったのは
よく知らなかった加西市鶉野飛行場滑走路と戦争遺跡の見学でした
太平洋戦争の戦争遺跡 滑走路跡と諸施設の戦争遺産
そっくりそのままよく保護され残っていることにビックリしました



初秋 東播磨 酒米「山田錦」の里の風物詩
稔りの秋を約束する畔をかざる灘の酒蔵の旗
今年もうまい酒が楽しみ
2022.9.12. 三木市細川町垂穂の里で

東播磨 初秋の風物詩



東播磨酒米の郷秋の風物詩
加東市木梨の里景色

東播磨 初秋の風物詩



闘竜灘の名の由来
一道の飛瀧地を劈きて開き 怒声豪勢風雷と闘ふ
秋は千巖に入りて霜葉麗し 玉龍躍り出でて錦雲堆む

岩をかんで激しく流れる滝は、まるで竜が闘うようである

梁川星巖 (江戸時代末期の詩人) ・

東播磨 初秋の風物詩 飛び鮎 激流 闘龍灘 2022.9.12.

ファイト!! 激しい流れに戦う元気を
ファイト!! 戦う君の唄を載せて

東播磨 初秋の風物詩



夏の暑さをふっとばし 元気をもらった飛び鮎の清流
しぶきをあげて流れ下る加古川の流れ 闘竜灘
その水音が心地よし

東播磨 初秋の風物詩



滑走路中央部より 北東側から南西に延びる滑走路跡 2022.9.12.
神戸への帰路の小野アルプスなどが背後に見えている

鶉野(うづらの)飛行場跡戦争遺産巡り
東播磨 初秋の風物詩



鶉野飛行場滑走路跡と
点在する戦争遺産

「Soraかさい(加西市地域活性化拠点施設)」前より、南側へ鶉野飛行場滑走路跡

「Soraかさい(加西市地域活性化拠点施設)」

「Soraかさい」

東播磨 初秋の風物詩



西の鴨池から東へ傾斜地に広がるきす野のそば畑
2022.9.12.

ちょっと時期がはやかったのですが
初秋小野市きすみ野の風物詩
野を真っ白に染める蕎麦の花に出会えました

東播磨 初秋の風物詩



咲き始めた来住野のそばの花 2022.9.12.

花言葉は「懐かしい思い出」
今年も出会えて うれしい秋の訪れ

God Be With You!!

from Kobe  Mutsu Nakanishi  

東播磨 初秋の風物詩



★若草の丘伊川谷★

西神中央★

★神出

上荘橋★

★箕谷

★淡河

★志染

三木市
吉川

口吉川

豊池
★三木市
細川町

酒米「山田錦」の郷
加東市(木梨)

&三木市 (吉川・細川)★加東市
木梨

滝野町
闘龍灘★

鶉野飛行場
滑走路跡地★

★加西
フラワー
セカター

加古川市
志方★

網引湿原★

東播磨初秋の風物詩 酒米の郷 田の畔を飾る酒蔵の旗
毎年私の夏送り 東播磨稔りの秋の田園地帯を原チャリで駆けました 2022.9.12.
世界大戦の歴史をそっくり残す加西市の鶉野飛行場滑走路跡地を初めて見学しました

小野町★
来住野の
そば畑

1.東播磨 酒米山田錦の郷 秋迎えの風物詩
稔りの畔に翻る酒蔵の旗 三木市細川・加東市木梨

2.岩に阻まれた激流が水しぶきをあげて流れる闘竜灘
加古川の中流 川床に奇岩・怪岩が連続 加東市滝野

3.旧日本海軍の練習航空隊の飛行場跡 加西市鶉野(うずらの)
世界大戦の歴史をそっくり残す鶉野飛行場滑走路跡と戦争遺跡

4.小野市きすみ野 蕎麦畑一面を真っ白にする蕎麦の花
小野市小野町 来住野 小野市



東播磨 初秋の風物詩 田園地帯の里景色 本当にうれしい風来坊 初秋東神戸を爽快に駆け抜けた原チャリWalkになりました。

東播磨 初秋の風物詩



2022.9.14. 夕暮れ 高倉山より



2022.9.14. 夕暮れ 高倉山より



2022.9.14. 夕暮れ 高倉山より



2022.9.15. 神戸総合運動公園で


